
多様な主体の参加促進による海外における森林保全・復旧の促進 

－ その取り組みと実施体制 － 

 

 近年，森林による炭素吸収・蓄積の役割が改めて評価されるとともに，生物多様性の保全や回復にも配慮しながら森林保

全活動を実施すること等について，国内外の関心・期待が高まってきていますが，これを具体的な活動に結び付けていくこと

が課題となっています。 

 特に，熱帯地域を中心に広がる荒廃地については，森林の再生や劣化林の質の向上を図るとともに，保全すべき森林への

人間の生活活動による圧力を軽減することが必要です。これらを早急かつ確実に実現するためには，地域における住民の理

解・参加を促し持続的な森林経営を実現することに加え，NGO や民間企業等の多様な主体による活動参加を促すことが重要

となります。 

 国際緑化推進センターでは，平成３年の設立以来，「熱帯林の調査・研究」，「情報の収集・提供と国際緑化推進の普及・啓

発」，「人材の養成」，「NGO・民間企業の国際緑化活動支援」，「熱帯途上国での植林」を５本の柱として，それらを有機的に

結び付けながら，我が国の民間部門による海外での植林・緑化活動の推進に取り組んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱帯林の調査・研究 

◎ これまでに取り組んできた課題 

● 地域の社会・経済環境に配慮した森林造成 

  ・管理のための実証的調査 

● CDM 植林の促進のための情報整備や技術 

  指針の作成，モデル林造成等 

● 厳しい環境下に適用可能な植林技術の開発 

● 未活用な木質資源の活用技術の開発 

● 違法伐採対策の推進のための情報分析 

● その他 

 

情報の収集・提供，普及・啓発 

◎ 情報誌の発行・配布 

● 技術情報誌「海外の森林と林業」 

● 情報誌「緑の地球」 

◎ 電子媒体を活用した情報発信 

● ホームページ，メーリングリスト 

◎ 国際ワークショップの開催 

● 国際パネルディスカッション 

● COP 報告会 

● 環境関連イベントでのパネル展示 

 

NGO・民間企業の国際緑化活動支援 
 

◎ プロジェクト形成・運営能力の強化 

● プロジェクト形成調査への支援 
    （H４-２２年度：１１８件，４８団体，３１ヵ国） 

● カウンターパート受入研修への支援 
    （H４-２２年度：６０コース，２８５名，２１団体，１８ヵ国） 

◎ 連携の強化 

● 国際会議参加への支援 
    （H４-２２年度：５９件，２２団体） 

● NGO 連絡会議の開催 

熱帯途上国での植林 

◎ 熱帯林造成基金 

●一般市民・企業，団体等の寄付を基に設置 

◎ 取り組みを行ってきた国・面積 

● インドネシア （１３プロジェクト，１,５７４ha） 

● タイ （１プロジェクト，５２ha） 

● ベトナム （１０プロジェクト，１,９７７ha） 

● マレーシア （１４プロジェクト，１,５９４ha） 

● ミャンマー （７プロジェクト，１,５００ha） 

◎ 実績：（５ヵ国，４５プロジェクト，６,６９７ha）*２２年度末 

 

人 材 の 養 成 

◎ 海外の人材の育成 

● 植林プロジェクトのリーダー・担当者 
    （H５-９年度：１０ヵ国，６０名） 

●植林 CDM プロジェクトの企画・運営を担う人材 
    （H５-２２，３８５名（うち日本からの参加１９名）） 

◎ 国内の人材の育成 

● 国際林業協力に従事する民間の活動家 
    （国内研修：H４-１３，１７９名，海外研修：H８-２２，２２９名） 

● CDM 植林の円滑な実施に必要な人材 

    （H５-２２，２０７名（うち海外からの参加５名）） 

◎ 対象地域におけるワークショップの開催 

 

研修プログラムに成果を活用 

開発された技術の適用 

開発された技術の普及 
（報告書の公開等） 

研修場所として活用 

 

得られた知見の発信 

知見の共有 

 
森林・水環境保全のための実証活動

支援事業 

期間：平成２１～２５年度 

目的： 半乾燥地域において，住民の生活用水

の確保とバランスの取れた森林造成の

あり方・手法について解明する 

期待される成果： 

 インストラクション，ガイドラインが作成され， 
 開発された技術が普及されること。日本の 
 民間団体が実施する協力事業に適用され 
 ること 

成果の報告 

改良へのフィードバック 
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